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持続可能な開発の た め の 教育 （ESD）推進 に向 けて

　　　　　　高等教育機関が果たす べ き役割

鈴木克徳 （金沢大 学環境保全 セ ン タ ー教授 ）

は じ め に

持続 可能 な開発 の た め の 教育 （Education 　for

Sustainable　Development ： ESD ）に つ い て は 、

特に 平成 14年 の 「国連持続 可能な開発 の た め の

世界首脳 会議 （ヨ ハ ネ ス ブル グサ ミ ッ ト）」 で

我が国か ら提案 した 「国連持続 可能 な開発 の た

め の 教育の 10年 （Decade　 of 　Education 　for

Sustainable　 Development： DESD） 」 が 平成 17

年 1月 か ら開始 され て 以来 、我 が 国 に お い て も

強力に推進 され て い る 。 我 が 国は、平成 18年 3

月 に 国内実施計 画を策定 し、初期 の 重点事項 の

一一・
っ と し て 、大 学等 の 高等教育機関に お ける ESD

の 推進 を挙 げた。

国内実施 計画 は、平成 23 年 6 月 に 改訂 され た 。

改訂 の 主な ポ イ ン トは以下 の と お りで あ る。
・ESD の 普及促 進をさらに 加 速させ 、　 ESD の

　 「見 える化 」 、　 「つ なが る化 」 を推進する 。

・持続 可能 な社会の 構築の 観点が盛 り込 まれた

　新 しい 学習指導要領 に 基 づ い た 実践、ユ ネ ス

　 コ ス クー
ル の 活用な ど、学校教 育を活用 して

　 ESD を推進する。
・新 し い 公 共 の 概 念 との 関係 を明確化 して い る。
・2014年 の 最終年 の 先 も見据 えた ESD の 更 なる

　 促進 を図 る 。

国内実施計画 を受け、文部科学省 の 現代 GP 等を

活用 し 、 様 々 な大学 が ESD に 取 り込 む よ うに な

っ た。ESD に 取 り組む我が 国 の 主 な高等教育機関

の ネ ッ トワ
ー

ク と し て は 以下 の もの があ る。

高等 教育機 関 にお ける ESD フ ォ
ー

ラ ム

ESD に取 り組む大 学等 の 高等教育機関は 、情報や

経験 を共有す るた め、　「高等教育機関に お ける

ESD フ ォ
ー

ラ ム （HESD フ ォ
ー

ラ ム ；Higher
Education 　for　Sustainable 　Deve］opment ） 」 を

形成 し、ESD の 推進 に努め て い る。

HESD フ ォ
ーラ ム は、現代 GP で 環境 ・ESD を推進

し た 大学を中心 に 、大 学間の ESD関連情報 交換

を行 うフ ォ
ー

ラ ム と し て成立 し、第 1 回会合 を

2007 年に岩手大学で、第 2回 を 2008年 に立教大

学で 、第 3 回を 2009年に 岡山大学で 、 第 4 回を

2010 年 に 上智大学で 開催 し て い る 。 第 5 回会合

は 本年 11 月 に 徳島大学で 予定 され て い る。サ ロ

ン 的 に 始 められた HESD フ ォ
ー

ラム を 正 式な組織

に す る た め 、規約等 を整備 し、平成 23 年 2H に

参加募集 を開始 し た。フ ォ
ー

ラム の 目 的 は 、ESD

に 取 り組む 高校教育機関が、ESD実践等 に 関す る

様 々 な情報 の 交換を行 い 、ESD の質の 向上を図 る

こ ととされ て い る。

ユ ネ ス コ ス ク
ー

ル 支援大学間ネ ッ トワーク

ユ ネ ス コ ス ク
ー

ル を 中 心 とす る 初等 中等 教育 で

の ESD 支援 の た め、宮城教育大学 の 呼び かけ に

よ り、平成 20 年 12H に n ネス コ ス ク
ー

ル 支援

大 学 間 ネ ッ 1・ワ
ー ク （ASPUnivNet） が発 足 し

た。平成 23 年 8 月現在、北海道教育大学 、 岩手

大 学、東北大 学、宮城教育大学、玉 川 大 学 、 金

沢 大学 、三 重 大 学、岐阜大学、奈良教育大学 、

大 阪府 立大 学 、鳴門教育大学、岡山大学 、
九 州

大 学 、立 命館 ア ジ ア 太平 洋 大学 及 び 沖縄 キ リス

ト教 大学 の 15 大学が 加盟 し て い る。それ ら大学

の 支援等 の 結果、全 国 の ユ ネ ス コ ス ク
ー

ル は急

増 し、平成 20 年 3 月 の 24校 か ら平成 23 年 8 月

に は 、308校に ま で増加 し て い る。

ProSPER．　Net

国連大学高等研 究所 が 、 持 続可 能 な開発 の た め

の 教 育 （ESD ） を 推 進 す る た め 、ア ジ ア 地 域

の 高等研 究機 関 の 連携 ・協力 を進め る た め に 設

けたネ ッ トワ
ー

ク で ある。平成 20 年 6 月 に北海

道大 学 で 開催 され た ProSPER ．　Net 会合に て 　正

式 に設 立 され た。持続可能な開発 （SD）や ESD に

つ い て 大学院 で の 研 究 ・教育の 実践を行 うよ う

な、大学院 を持 っ ア ジ ア ・太平洋地域 の 教育研

究機 関 に よ り構 成 され て い る。当面、ESD を推

進 す る英語 で の 人材 育成プ ロ グ ラ ム の 開発 、ESD

を推 進す るた め の ビ ジネ ス ス ク
ー

ル の プ ロ グ ラ

ム 開発 、ESD を 推進 する た め の ガ バ ナ ン ス ・プ

ロ グ ラ ム 開発 等 の 6 つ の プ ロ ジ ェ ク トを推進 し

て い る。

金沢大学における取組み

以 上 の よ うな高等教育機関に よる取 り組 み の
一

環 と し て 、金沢 大学で は 、様 々 な ESD 関連活動

を 幅 広 く展 開 し て い る。持続 可能 な社会の 構築

に 向 け た パ ラ ダ イ ム シ フ トの 必要性 やそ の た め

の 人材 の 育成 に つ い て は、金 沢大学学長 メ ッ セ
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一ジ等に明示 され る とともに、報告 に盛 り込 ま

れ て い る主な提言 につ い て は、平成 22 年度 を初

年 度とす る 金 沢大学第 2 期 中期 計画 に盛 り込 ま

れ た。

平成 2  年 7 月 に 環境教育検討会に お い て 、　 「金

沢大学に お け る環境教育 ・持続可能な社会づ く

り教育強化の提案　一　持続可能な社会づ く り

に 向けた フ ィ
ー

ル ド重視の 環 境学」 を取 りま と

め 、環境教育 ・ESD の 推進を大学 の 重要課題 とし

て 明確化 し た。報告で は、学部及び大学院博 士

前期課程ま で は 、専門性 を重視 しっ つ 、横断的

な環境 ・持続可 能性 へ の 視野 を併せ 持 つ 、い わ

ゆ る 「T 字型 人 材」 の 育成 を 目指す と と も に 、大

学 院博 士 後期課程 で は、ア ジ ア か らの 留学生 を

念頭に置き つ つ 、環境 ・ESD分野 の 専門家を育成

する こ とを提言 して い る。
こ の報告を受け、平成 21年度か ら、共通教育総

合科 目に お い て 、環境 ・ESD入 門 コ ー
ス と し て

「地球環境 と持続可能な社会づ く り」 を開講 し

た。また、里 山里 海関係を は じめ とする環境 ・

ESD関連科 目の 見 直 し と充実強化 が図 られ た 。平

成 23 年度 か らは 、共通教育科 目 に お け る 特設 プ

ロ グラ ム として 、　 「環境 ・ESD特 定プ ロ グラ ム 」

を開始 した。こ の プ ロ グラ ム は、各学類で の 専

門教育を超 え、持続可能 な社会を い か に 構 築す

るか に つ い て の 体系的な知識 を修得 し 、 問題解

決 に向けた実践 的能力 を身 に つ け る こ とを 目指
し、地球環境、人 間社会 、そ し て 両者 の 相 互 作

用 につ い て 理解 し、循環型社会 や持続 可能な社

会づ くりに向け て 能動 的に考え 、問題や課題 を

見 出す能力 を養成す る こ とを 目的と し て い る。

必須科 目 （「地球環境 と持続可能な社会づ く

り」 ）お よび コ ア となる科 目、現場 で の 実習、

関連科 目よ りそれぞれ要件に従 っ て 選択科 目を

履修 し、総単位数 9 単位以 上 を修得す る こ とを

修了要件 と して い る。修了者には修了証 を交付

する こ と と して い る。

学部専門教育に お い て は、環境 ・ESD と 関連 の 深

い 学類 （人 間社会学域地域創造学類、理 工学域

環境デザイ ン 学類、自然 シ ス テ ム 学類等）に お

け る環境 ・ESD関連科 目の 充実強化 と他学部、他

学科の 学生が聴講で き る よ うにする 開放科 目化

の 検討が進 め られ て い る 。 また、初等中等教育

に お け る ESD 推進 の ため 、 学校教育学類に お け

る ESD の 充実強化を図 る べ く 、 平成 22 年度 に学

校教育学類 の カ リキ ュ ラ ム にお ける ESD の 現状

分 析 を行 っ た。理科、社会、保健体育等 の 科 目

にお い て ESD 的な要素が か な り取 り込 まれ て い

るもの の 、ESD の 全般 的な考え方 な どを解 説す る

科 目がな い こ とが 明 らか にな っ た。こ の 成果 を

踏ま え、平成 23 年度以降、学校教育学類 にお け

る ESD 促 進方策 の 検討 を進 める方針 で ある。

大学院前期博士課程で は、平成 23年度か ら 「日

中韓等の 大学間交流を通 じた 高度専門職業人育

成事業」 と して 、自然科学研究科に 「環境 ・エ

コ 技術特別 コ
ー

ス 」 が開設され た。ま た 、人間

社会環境研 究科、自然科学研 究科 、医 学系研究

科 の 大学院博 士 前期課程 に お い て 、英語 に よ る

環 境 ・ESD プ ロ グラ ム を順 次開設す べ く検討作業

が進め られ て い る。

大 学院後期博 士 課程 で は、金沢大学 の 特徴 を活

か し、地域 の 過 疎高齢 化に対応す る地域活 性

化 、環境 計測 、里山里海や環境 と健康問題 等 を

中 心 に 、フ ィ
ー

ル ド重 視 の カ リキ ュ ラム の 充実

強 化 や JENESISプ ロ グ ラ ム 等 を 活 用 し た 留学 生

へ の 教育が推進 され て い る。

環境教育 ・ESD強化に向けた石川 県内の 大学連携

金沢大学で は、石川 県内に存在す る 20 の 高等教

育機 関 の 連携 を強化す るため、平成 20〜22 年度

に実施 し た 「戦 略的大学連携推進 事業 」 の
一

環

と し て 、大学間 で 共通 に利用す る コ ン テ ン ツ を

開発す る こ と と し、共 通教育に 用 い る 「先 進 的

環境教育 ・ESD」教材 の 開発 に 取 り組 ん だ。平成

22 年度 に は、他大学の 専門家 の 協力 も得つ つ 、
「なぜ今私 たち は環境問題 に取 り組まなければ

な らな い か 1 、　 「ごみ に つ い て学ぶ 」 の 2 科目

に つ い て の 共通教材を開発 し た。

初等中等教育に おけ る ESD 支援

金沢 大学で は 、 学校 を中心 とす る 北陸の ESD を

支援す る ため、平成 20 年度か ら北陸 に お け る

ESD 推進事業に取 り組 ん で きた。主 な活動 と し て 、

初等中等教育関係者を対象 とす る ESD 講座 、幅

広 い 市民 を対象 とす る ESD 普及啓発 の ため の ESD

シ ン ポジ ウム 、ESD モ デル 校 にお ける ESD 活動 の

実施 と事例集 の 作成、学校 、教育委員会 、自治

体、NGO、大学等か らなる ESD 推進連絡協議会 の

開催等を 実施 し て い る。

終わ りに

ESD推進 に 向け て 大学が果たす役割 の 重要性に 鑑

み 、金沢大学は 、学内 に お ける環境教育 ・ESD カ

リキ ュ ラ ム の 強化、石 川県内 の他大学 との連

携、ユ ネ ス コ ス クール を通 じた学校教育 へ の ESD

導入 支援等の 活動 を幅広 く展開 し て い る 。 そ の

推進 に際 して は 、
HESD フ ォ

ー
ラ ム を通 じ た全国

の 大学 との 情報、経験 の 交流が大 きな支 え に な

っ て きた。HESD フ ォ
ー

ラ ム は 、平成 22 年度 に は

規約 も承認 され、正 式 な組織 とな っ て い る 。 今

後、多 くの 高等教育機 関が参加 し、大学 にお け

る ESD がますます活発 に推進 され る こ とを期待

す る次第で あ る。
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